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「
世
宗
賓
録
」

地
理
志
姓
氏
僚
の
基
礎
的
考
察

演

中

昇

は

じ

め

に

一
『
世
宗
貫
録
』
地
理
士
山
姓
氏
僚
の
典
接

-
『
閥
』
に
つ
い
て
|
|
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
と
『
慶
尚
道
地
理
士
山
』
姓
氏
僚
と
の
比
較
|

|

2

『
古
籍
』
に
つ
い
て
|
|
『
世
宗
寅
銭
』
地
理
志
姓
氏
燦
と
『
新
増
東
園
奥
地
勝
覚
』
姓
氏
僚
と
の
比
較
|
|

二
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
基
本
的
性
格

お

わ

り

に

- 72ー

v'l 

じ

め

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
は
郡
鯨
ご
と
に
姓
氏
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
高
麗
及
び
李
朝
初
期
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
っ

て
い
る
。
李
朝
日初
期
に
は
、
『
世
宗
賞
録
』
地
理
志
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
地
理
志
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
『
慶
街
道
地
理
志
』
・
『
新
増
東
園
輿

地
勝
覧
』
に
は
姓
氏
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
記
録
が
最
も
信
頼
性
の
高
い
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
姓
氏
僚
は
、
高
麗
郡
鯨
制
度
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
分
野
で
数
多
く
の
研
究

者
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
従
来
、
こ
の
姓
氏
篠
そ
の
も
の
が
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ

故
、
姓
氏
僚
の
記
載
に
閲
し
て
、

基
本
的
な
事
柄
さ
え
も
研
究
者
の
共
通
理
解
を
得
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い

の
が
質
紋
で
あ
る
。



近
年
の
吉
田
光
男
「
李
朝
初
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
|
|
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
性
格
検
討
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
社
曾
経
済
史

皐
包
囲
四
の
五
、
一
九
七
九
年
)
は
、
比
較
的
衡
皐
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
姓
氏
僚
を
正
面
か
ら
検
討
し
た
唯
一
の
論
考
で
あ
っ
た
。
地
方
支
配

の
前
提
と
し
て
地
方
祉
舎
の
質
吠
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
地
理
志
編
纂
の
目
的
で
あ
っ
た
と
す
る
吉
田
氏
は
、
い
く
つ
か
の
論
擦
に
基

づ
い
て
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
を
郷
吏
の
姓
氏
が
集
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
。
李
朝
初
期
の
地
方
祉
舎
に
お
い
て
郷
吏
が
依
然
と
し
て

強
固
な
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
と
す
る
氏
は
、
姓
氏
僚
に
お
け
る
姓
氏
記
載
の
目
的
を
園
家
に
よ
る
郷
吏
の
掌
握
と
い
う
黙
に
見
出
す
の
で
あ

る
『
世
宗
賓
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
従
来
漠
然
と
、
各
郡
鯨
を
本
貫
と
す
る
姓
氏
り
集
成
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、

こ
の
よ
う
な
通
読
を
否
定
し
、
そ
れ
が
李
朝
初
期
に
お
け
る
郷
吏
の
姓
氏
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と
す
る
吉
田
光
男
氏
の
議
論
は
賓
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
、
確
か
に
一
定
の
根
擦
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
吉
田
氏
の
問
題
関
心
は
、
氏
の
論
考
の
標
題
に
み
ら
れ
る
如

く
も
っ
ぱ
ら
李
朝
初
期
の
地
方
支
配
に
注
が
れ
て
い
た
。
『
世
宗
貧
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
李
朝
-
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
賞

際
に
は
高
麗
時
代
の
姓
氏
が
集
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
姓
氏
篠
に
-
記
さ
れ
た
土
姓

・
村
姓
・
入
鎮
姓

・
入
姓
・
来
姓
な

ど
の
姓
種
は
、
高
麗
に
お
け
る
姓
氏
の
あ
り
方
を
停
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
姓
氏
僚
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
李
朝
初
期
社
舎
と

の
闘
連
で
姓
氏
を
把
握
す
る
観
黙
と
並
ん
で
、
高
麗
の
時
代
及
び
そ
の
社
舎
に
卸
し
て
把
握
す
る
観
黙
が
是
非
必
要
で
あ
ろ
う
。

- 73一

高
麗
時
代
に
は
、
州
・
府
・
郡
・
厭
の
み
な
ら
ず
郷
・
部
曲
・
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
地
方
行
政
区
霊
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は

み
な
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
領
域
を
有
し
て
、
他
の
行
政
区
董
と
領
域
が
重
な
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
定
の
身
分
的
性
格
を
帯
び

て
い
た
。
そ
し
て
、
行
政
匡
董
を
構
成
す
る
各
村
落
の
住
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
姓
氏
を
稽
し
て
い
た
。
郷
・
部
曲
・
所
な
ど
の
場
合
に

は
、
一
個
の
同
姓
村
落
が
そ
の
ま
ま
一
個
の
行
政
匿
董
と
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
州
・
府
・
郡
・
鯨
の
場
合
に
は
、
複
数
の
村
落
の
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住
民
が
同
一
の
姓
氏
を
稽
し
た
ら
し
く
、
し
か
も
、
一
個
の
行
政
匡
霊
は
複
数
の
姓
氏
集
固
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
高
麗
園

家
は
、
郡
鯨
制
度
な
い
し
地
方
行
政
制
度
の
形
成
過
程
に
お
い
て
人
民
を
姓
氏
集
圏
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
り
、
各
行
政
匡
董
は
一
個
な
い
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し
複
数
の
姓
氏
集
圏
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
記
録
さ
れ
た
姓
氏
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
み
な
も

と
に
遡
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
高
麗
前
期
に
お
け
る
姓
氏
集
閣
の
姓
氏
な
の
で
あ
る
。

旗
田
錦
コ
両
麗
王
朝
成
立
期
の
『
府
』
と
豪
族
|
|
郡
鯨
制
度
の
性
格
の
一
端
|
|
」
(
『
法
制
史
研
究
』
一
九
六

O
年
〉
以
来
の
高
麗
郡

勝
制
度
研
究
に
お
い
て
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
不
可
依
の
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、

。

し
か
し
従

来
、
姓
氏
僚
の
活
用
の
仕
方
に
お
い
て
断
片
的
な
傾
向
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
近
年
、
高
麗
郡
鯨
制
度
の
研
究
が
停
滞
気
味
で
あ
る
こ
と

は
、
姓
氏
僚
の
こ
の
よ
う
な
扱
い
方
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
故
、
高
麗
郡
勝
制
度
の
研
究
ひ
い
て
は
身
分
制
度
の
研
究
を
今

後
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め
に
は
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
そ
の
も
の
が
全
面
的
に
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者

の
考
え
で
あ
る
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
研
究
は
、
瞳
系
的
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
姓
氏
僚
に
記
さ
れ
た
各
姓
種
の
理
解
が
研
究

者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
の
は
、
従
来
、
姓
種
全
睦
に
射
す
る
統
一
的
把
握
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
『
世
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宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
関
す
る
鐙
系
的
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
執
筆
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
ず
姓
氏
僚
の
典
援
と
な
っ
た
二
種
類
の
文
書

の
性
格
を
検
討
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
姓
氏
僚
の
基
本
的
性
格
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
が
、
自
ず
か
ら
姓
氏
僚
の
性
格
に
つ
い
て
の
吉
田
氏
の

見
解
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
典
譲

1 

『
閲
』
に
つ
い
て
|
|
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
と
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
と
の
比
較
|
|

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
ど
の
よ
う
な
文
書
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
姓
氏
僚
に
-
記
さ
れ
た
各
姓
種
の
相
互
関
係
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
先
ず
も
っ
て
次
の
記
録
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



土
姓
三
、
李
・
安
・
金
、
加
属
姓
三
、
朴
・
宜
・
張
〈
此
の
六
姓
宍
古
籍
及
び
今
の
本
道
の
関
に
擦
り
て
之
を
録
す
。
其
れ
加
属
と
云
う
は
、

(

1

)

 

古
籍
に
書
す
所
な
り
。
後
は
皆
な
此
に
倣
う
)
、
亡
姓
五
、
晋
ノ
・
石
・
韓
・
池
・
素
〈
凡
そ
C
姓
と
稀
ず
る
は
、
古
籍
に
有
る
所
に
し
て
今
は
無
き
者
を

謂
う
。
後
は
皆
な
此
に
倣
う
)
〔
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
・
京
畿
慶
州
牧
〕
。

B

迷
原
荘
績
姓
一
、
戚
(
右
の
威
氏
は
古
籍
に
無
き
所
、
今
、
本
道
の
闘
に
擦
り
て
繍
き
録
す
。
後
に
凡
そ
繍
姓
と
言
う
は
此
に
倣
う
)
一〔『
世
宗
寅
録
』

地
理
志
・
京
畿
楊
根
郡
〕
。

A 
史
料
A
に
よ
れ
ば
、
土
姓
・
加
属
姓
と
さ
れ
た
六
姓
は
『
古
籍
』
と
『
閥
』
の
い
ず
れ
に
も
み
え
る
姓
氏
で
あ
り
、
「
加
属
」
と
い
う
の
は
『
古

籍
』
に
だ
け
記
さ
れ
た
名
稀
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

亡
姓
は
『
古
籍
』
の
み
に
あ
っ
て
『
開
』
に
は
み
え
な
い
姓
氏
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
反
射

に
繍
姓
は
、
史
料
B
に
よ
れ
ば
、
『
古
籍
』
に
は
な
く
て
『
閥
』
に
だ
け
記
さ
れ
た
姓
氏
で
あ
っ
た
。

『
世
宗
賓
録
』
地
理
志
の
編
者
は
、
少
な
く
と
も
『
古
籍
』
と
『
開
』
を
典
擦
と
し
て
姓
氏
僚
を
記
録
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
料
A
・B

に
み
え
る
『
闘
』
は
、
一
例
を
奉
.
け
れ
ば
、
「
躍
曹
、
成
吉
道
監
司
の
闘
に
擦
り
て
啓
す
、
:
:
:
」
〔
『
世
宗
貫
録
』
巻
二
八
、
七
三
四
二
五
〉

年
四
月
庚
子
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
道
監
司
の
報
告
書
を
さ
す
。
史
料
A
に
は
「
古
籍
及
び
今
の
本
道
の
闘
に
擦
り
て
之
を
録
す
」
と
あ
り
、

B

に
は
「
今
、
本
道
の
聞
に
擦
り
て
繍
き
録
す
」
と
あ
る
か
ら
、
地
理
志
姓
氏
僚
の
奥
擦
と
さ
れ
た
『
開
』
は
、
地
理
志
編
纂
嘗
時
に
お
い
て
各

(
2
)
 

道
の
監
司
か
ら
迭
ら
れ
て
き
た
報
告
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
端
宗
二
(
一
四
五
四
)
年
に
成
っ
た
『
世
宗
貫
録
』
の
地
理
志
は
、
世
宗
一

四
(
一
四
一
三
己
年
の
『
新
撰
八
道
地
理
志
』
に
若
干
の
増
補
を
附
L
た
も
の
で
あ
り
、
『
-
新
撰
八
遁
地
理
志
』
編
纂
の
命
が
下
っ
た
の
は
世
宗

(
3〉

六
三
四
二
四
)
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
姓
氏
僚
の
典
擦
と
さ
れ
た
『
閲
』
の
年
代
は
、
世
宗
六
三
四
二
四
〉
年
か
ら

-75 -

世
宗
一
四
(
一
四
三
二
)
年
ま
で
の
聞
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
も
う
一
つ
の
典
擦
で
あ
る
『
古
籍
』
は
正
睡
不
明
で
あ
り
、
従
来
漠
然
と

高
麗
の
古
記
録
と
み
な
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
高
麗
の
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
姓
氏
保
全
盟
の
分
析
を
通
し
て
考
察
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
問
題
カ
あ
る
。
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史
料
A
・
B
に
よ
れ
ば
、
加
属
姓
と
い
う
姓
種
は
『
古
籍
』
に
だ
け
記
さ
れ
た
名
稽
で
あ
り
、

亡
姓
・
繍
姓
は
地
理
志
の
編
者
が
新
た
に
附
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け
た
名
構
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
『
古
籍
』
に
加
属
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
、
『
閥
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
姓
種
名
が
附
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
新
た
に
亡
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
『
古
籍
』
に
お
い
て
、
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
『
闘
』
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
乞
の
よ
う
な

姓
種
名
が
附
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

史
料
A
に
土
姓
と
い
う
姓
種
名
に
閲
す
る
説
明
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
『
古
籍
』
と
『
開
』
の
雨
者
に
土
姓
と
い
う
名
稀
が
使
わ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
加
属
姓
に
つ
い
て
は
、
「
其
れ
加
属
と
云
う
は
、
古
籍
に
書
す
所
な
り
。
後
は
皆
な
此
に
倣
う
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
加
属
姓
は
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い
て
唯
て
史
料
A
に
だ
け
記
さ
れ
た
姓
種
で
あ
る
か
ら
、
加
属
姓
に
闘
し
て

「
後
は
皆
な
此
に
倣
う
」
と
い
う
の
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
こ
で
、
加
属
姓
に
関
し
て
「
後
は
皆
な
此
に
倣
う
」
と
記
さ
れ
た
の
は
一
つ
の

例
と
し
て
で
あ
っ
て
、
土
姓
以
外
の
来
姓
や
村
姓
な
ど
も
加
属
姓
と
同
様
に
『
古
籍
』
に
だ
け
使
わ
れ
た
姓
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
稗
は
次
の
よ
う
に
成
立
し
が
た
い
。
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姓
氏
僚
に
は
、
同
一
の
郡
鯨
内
の
異
な
っ
た
姓
種
に
、
同
じ
姓
氏
の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
忠
清
道
の
沃
川
郡

に
は
土
姓
と
来
姓
と
に
全
氏
が
み
え
、
同
じ
く
忠
清
道
の
卒
津
臓
に
は
土
姓
と
村
姓
と
に
朴
氏
が
み
え
る
。
ま
た
、
清
州
牧
で
は
土
姓
と
亡
衆

姓
と
に
金
氏
が
お
り
、
土
姓
と
亡
村
姓
と
に
韓
氏
が
い
る
。
亡
来
姓
の
金
氏
と
亡
村
姓
の
韓
氏
は
『
古
籍
』
の
み
に
あ
っ
て
『
閲
』
に
は
み
え

な
い
姓
氏
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
土
姓
と
共
通
し
た
姓
氏
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
土
姓
の
金
氏
・
韓
民
と
は
区
別
さ
れ
て
「
亡
来
姓
」
・
「
亡

村
姓
」
と
判
定
さ
れ
た
の
は
、
も
と
も
と
『
閲
』
に
お
い
て
も
土
姓
と
並
ん
で
来
姓
・
村
姓
と
い
う
姓
種
名
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な

い
。
『
古
籍
』
の
み
な
ら
ず
『
閥
』
に
お
い
て
も
、
沃
川
郡
の
全
氏
は
土
姓
と
爽
姓
と
に
匡
別
さ
れ
、
卒
津
鯨
の
朴
氏
は
土
姓
と
村
姓
と
に
区

別
さ
れ
て
い
た
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
く
、
そ
れ
故
、
来
姓
・
村
姓
を
加
屡
姓
と
同
様
に
『
古
籍
』
に
だ
け
使
わ
れ
た
姓
種
と
み
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
あ
る
。

(

4

)

 

史
料
A
に
お
い
て
加
属
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
、
『
閥
』
に
は
別
の
姓
種
名
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
理
志
の
編
者
は
『
古

籍
』
の
方
の
姓
種
名
を
採
用
し
、
こ
の
よ
う
に
同
一
の
姓
氏
に
闘
し
て
『
古
籍
』
と
『
閲
』
と
で
異
な
っ
た
姓
種
名
の
使
わ
れ
る
例
、
が
ほ
か
に



も
あ
る
こ
と
を
議
想
し
て
、
「
後
は
皆
な
此
に
倣
う
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
亡
来
姓
・
亡
村
姓
は
『
古
籍
』
に
は
来
姓
・
村
姓
と

記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
'地
理
志
に
は
戚
士
ロ
遁
の
預
原
郡
・
宜
川
郡
以
外
に
は
亡
土
姓
と
い
う
記
載
は
み
え
な
い
か
ら
)
史
料
A
t

広
単
に

C
姓
と
あ
る
の
は
、
『
古
籍
』
で
は
土
姓
と
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
問
題
は
史
料
B
に
み
え
る
繍
姓
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
を
『閥』

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
考
察
を
必
要
と
す
る
。

先
に
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
典
擦
と
さ
れ
た
『
閥
』
の
年
代
を
世
宗
六
〈
一
四
ニ
四
〉
年
か
ら
世
宗
一
四
(
一
四
一
一
一
一
一
〉
年
ま
で
の

聞
と
し
た
が
、
世
宗
七
三
四
二
五
〉
年
に
成
ーっ
た
『
慶
尚
道
地
理
志
』
は
中
央
に
お
け
る
地
理
志
編
纂
の
資
料
の
一
つ
と
し
て
慶
尚
道
監
司

か
ら
逸
ら
れ
た
報
告
書
で
あ
る
か
ら
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
と
『
開
』
と
め
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
『
慶
尚
道
地

理
士
山
』
姓
氏
僚
は
、
『
世
宗
貫
録
。』
地
理
志
・
慶
尚
道
の
姓
氏
僚
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
色
を
も
っ
。
第
一
に
、
部
好
的
に
は
詳
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
全
鐙
と
し
て
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
そ
れ
よ
り
も
姓
氏
記
載
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
亡
姓
と
い
う
姓
種
名

郡
勝
が
あ
る
一
方
、
亡
ん
だ
故
に
記
載
し
な
か
っ
た
郡
牒
も
あ
っ
て
、
そ
の
記
載
方
式
に
統
一
性
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
一
一
一
に
、
姓
種
名
と

し
て
繍
姓
が
み
え
な
い
の
は
至
極
嘗
然
で
あ
る
が
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
に
績
姓
と
し
て
記
載
さ
れ
た
一姓
氏
の
う
ち
、
司
慶
尚
道
地
理
志
』
に

も
み
え
る
の
は
そ
の
十
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
土
姓
な
い
し
は
来
姓
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理

志
で
は
村
姓
・
次
姓
・
人
吏
姓
・
来
姓
・
賜
姓
な
ど
と
さ
れ
た
姓
氏
が
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
ーで
は
土
姓
と
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
。
明世
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が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
あ
る
意
味
で
は
首
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
亡
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
を
土
姓
と
し
て
記
載
し
た

宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
と
比
較
し
た
場
合
の
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
の
特
色
を
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
よ
い
と
す
る
と
、
『
世
宗
貫
録
』

地
理
志
姓
氏
篠
が
典
擦
と
し
た
『
開
』
は
、
少
な
く
と
も
姓
氏
の
記
録
に
つ
い
て
は
『
慶
尚
道
地
理
志
』
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
と

み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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『
慶
向
道
地
理
士
山
』
姓
氏
僚
は
、
郡
鯨
ご
と
の
姓
氏
記
載
に
一
貫
性
が
み
ら
れ
ず
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
績
姓
と
し
て
記
さ
れ
た
姓
氏
の

大
部
分
を
載
せ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
土
姓
・
来
姓
・
村
姓
な
ど
の
記
載
も
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
央
に
お
け
る
地
理
志
編
纂
の
槍
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賞
者
は
、
高
麗
時
代
の
古
記
録
で
あ
る
『
古
籍
』
と
比
較
・
掛
照
し
な
が
ら
、
地
理
志
編
纂
の
資
料
と
し
て
の
『
慶
尚
道
地
理
士
山
』
姓
氏
僚
を

き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
剣
断
し
た
は
ず
で
あ
る
。
不
十
分
で
あ
っ
た
の
は
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
だ
け
で
な
く
、
世
宗
七

(
一
四
二
五
〉
年
前
後
に
慶
尚
道
以
外
の
各
道
の
監
司
か
ら
迭
ら
れ
て
き
た
報
告
書
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
恐
ら
く
一
定
の
基
準
に

も
と
づ
く
姓
氏
の
再
調
査
が
あ
ら
た
め
て
各
道
の
監
司
に
射
し
て
命
令
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
命
令
に
雁
ず
る
報
告
書
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く

『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
典
擦
と
さ
れ
た
『
闘
』
で
あ
っ
た
と
思
う
。

再
調
査
が
命
ぜ
ら
れ
た
際
の
基
準
と
し
て
、
す
で
に
い
な
く
な
っ
た
姓
氏
を
記
録
し
な
い
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
現
に
存
在

す
る
姓
氏
だ
け
が
記
録
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
『
古
籍
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
亡
姓
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
慶
向
道
地
理
志
』
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
お
い
て
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
、
卸
ち

『
古
籍
』
が
作
成
さ
れ
た
後
に
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
の
記
録
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
黙
の
是
正
も
強
く
求
め
ら
れ
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た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
で
績
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
が
『
閲
』
で
は
何
と
よ
ば
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
来
姓
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

土
姓
が
早
く
か
ら
土
着
し
た
姓
氏
を
さ
す
の
に
劃
し
て
、
・
来
姓
は
後
代
に
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
を
さ
す
。
す
で
に
『
古
籍
』
に
は
土

姓
と
来
姓
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
姓
氏
に
闘
す
る
報
告
を
求
め
ら
れ
た
各
道
の
監
司
に
と
っ
て
は
、
『
古
籍
』
に
来
姓
と
し
て
把
握
さ
れ

た
姓
氏
と
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
新
た
に
移
っ
て
き
た
姓
氏
と
を
区
別
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
両
者
は
一
括
し
て
来
姓
と
し
て

把
握
さ
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
の
う
ち
、
そ
の
一
部
が
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
も
み
え
、

そ
れ
ら
は
土
姓
な
い
し
衆
姓
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
が
、
土
姓
と
さ
れ
た
の
は
多
分
間
違
い
で
あ
り
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
の
不
正
確

さ
を
一示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
来
姓
・
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
の
う
ち
、
ど
こ
か
ら
移
っ
て
来
た
か
が
明
ら
か
な
場
合
に

は
、
割
註
と
し
て
「

O
O来
」
の
如
く
郡
鯨
名
に
「
衆
」
字
が
附
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
北
方
に
位
置
す
る
卒
安
道
・
戚
士
ロ
道
に
移
っ
て

き
た
入
銀
姓
・
入
姓
の
場
合
に
割
註
と
し
て
郡
鯨
名
だ
け
が
記
さ
れ
、
「
来
」
字
が
附
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
は
す
こ
ぶ
る
針
照
的
で
あ
る
が
、



績
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
の
割
註
が
来
姓
の
そ
れ
と
同
じ
く
「

O
O来
」
と
記
さ
れ
た
の
は
、
績
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
が
も
と
も
と
『
闘
』
で
は
衆
姓

で
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
で
は
村
姓
T

・
次
姓
・
人
吏
姓
・
来
姓
・
賜
姓
な
ど
と
さ
れ
た
姓
氏
が
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
で

は
土
姓
と
な
っ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
編
者
の
杜
撲
さ
ぶ
り
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
か
つ
て
は
村
姓

等
で
あ
っ
た
の
が
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
の
編
纂
さ
れ
た
世
宗
代
首
時
に
お
い
て
は
既
に
忘
れ
ら
れ
て
、
土
姓
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
の
反
映
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
世
宗
貧
録
』
一地
理
志
に
績
性
と
さ
れ
た
姓
氏
の
一
一
部
が
『
慶
尚
道
地
理
志
』
に
お
い
て
土
姓

と
さ
れ
た
の
も
、
嘗
時
の
観
念
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
篠
濁
自
の
史
料
的
債
値
の
一
端
は
、
こ

の
よ
う
に
姓
種
表
記
に
お
い
て
世
宗
代
嘗
時
の
観
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
貼
に
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
軸
'
に
つ
い
て
は

『
閥
』
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
古
籍
』
と
比
較
・
封
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
閥
』
の
記
載
の
う
ち
嘗
時
の
観
念
を
反
映
し
た

個
所
は
訂
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
編
者
は
、
同
一
の
姓
氏
に
閲
し
て
『
古
籍
』
と
『
閲
』

と
で
異
な
っ
た
姓
種
名
が
使
わ
れ
た
場
合
に
は
、
『
古
籍
』
の
そ
れ
を
採
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。

『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
篠
と
比
較
す
る
と
、
『
開
』
に
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
お
い
て
績
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
、
即
ち
『
古
籍
』
が
作

成
さ
れ
た
後
に
他
虚
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
分
、
戸
籍
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
『
閥
』
に
は
嘗
時
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
が
記
録
さ
れ
た
か
ら
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
と
比
べ

る
と
、
世
宗
代
首
時
の
郡
鯨
ご
と
の
姓
氏
の
あ
り
方
は
か
な
り
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
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こ
の
ま
う
に
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
が
典
擦
と
し
た
『
闘
』
は
、
世
宗
代
嘗
時
の
姓
氏
の
記
録
と
し
て
か
な
り
正
確
な
も
の
で
あ

し
か
し
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
を
歴
史
研
究
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
は
、
『
開
』
が
あ
く
ま
で
も

嘗
時
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
と
い
う
貼
が
と
り
わ
け
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
『
古
籍
』
作
成
後
に
他
庭
か
ら

移
っ
て
き
た
姓
氏
の
す
べ
て
が
『
闘
』
に
記
録
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
姓
氏
の
う
ち
『
闘
』
作
成
前
に
再
び
他
の
郡
勝
へ
移
っ
て

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

317 
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い
っ
た
場
合
に
は
、
首
然
の
こ
と
な
が
ら
『
開
』
の
嘗
一
該
郡
鯨
篠
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
黙
は
、
第
二
一
章
に
お
い
て
具
鐙
的
に
言
及

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
『
閥
』
を
典
援
と
し
た
限
り
に
お
い
て
李
朝
-
初
期
の
姓
氏
の
あ
り
方
を
反
映
す
る
が
、

一
方
、
『
古
籍
』

を
典
援
と
し
た
限
り
に
お
い
て
高
麗
時
代
の
『
古
籍
』
作
成
嘗
時
に
お
け
る
姓
氏
の
あ
り
方
を
も
反
映
す
る
。
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚

の
基
本
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
『
闘
』
と
並
ん
で
『
古
籍
』
の
性
格
に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
必
須
の
前
提
僚
件

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

2 

『
古
籍
』
に
つ
い
て
|
|
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
と
『
新
増
東
園
輿
地
勝
賢
』
姓
氏
僚
と
の
比
較
|
|

『
-
新
増
東
園
輿
地
勝
質
』
巻
三
、
漢
城
府
姓
氏
僚
に
は
、
次
の
よ
う
な
割
註
が
あ
る
。

nu 。。

姓
氏
は
、
並
び
に
周
官
六
翼
・
予
准
地
理
志

・
慶
尚
全
羅
南
道
観
風
案
に
依
る
。

成
宗
一
二
三
四
八
一
〉
年
に
成
っ
た
『
東
園
輿
地
勝
賢
』
は
、
そ
の
後
た
び
た
び
培
修
さ
れ
、
最
終
的
に
は
中
宗
二
六
〈
一
五
三
一
)
年
に
『
新

増
東
園
輿
地
勝
質
』
と
な
っ
た
が
、
史
料
C
に
は
姓
氏
僚
の
典
擦
と
し
て
『
周
官
六
翼
』
・
『
芦
准
地
理
志
』
及
び
慶
向

・
全
羅
南
道
の
『
観
風

(
5
)
 

案
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
周
官
六
翼
』
は
高
麗
末
期
の
金
一
枇
の
著
作
物
で
あ
り
、
『
否
ノ
准
地
理
志
』
と
い
う
の
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
を

(
6〉

さ
す
。
『
硯
風
案
』
は
『
閥
』
と
同
様
に
逼
監
司
の
報
告
書
と
み
ら
れ
る
が
、
『
新
増
東
園
輿
地
勝
寛
』
風
俗
僚
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
風
俗

・
習
慣
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
姓
氏
に
閲
し
て
ど
の
程
度
記
録
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
剣
然
と
し
な
い
。
慶

C 
向
・
全
羅
南
道
以
外
の
姓
氏
に
閲
し
て
『
新
増
東
園
輿
地
勝
寛
』
で
は
、
『
周
官
六
翼
』
と
『
芦
進
地
理
志
』
す
な
わ
ち
『
世
宗
貫
録
』
地
理

士
山
と
が
典
擦
と
さ
れ
た
。
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
が
典
擦
と
し
た
の
は
、
世
宗
代
の
『
閲
』
と
高
麗
時
代
に
作
成
さ
れ
た
一『
古
籍
』
で

あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
『
古
籍
』
と
『
周
官
六
翼
』
と
の
闘
連
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
『
周
官
六
翼
』
は
高
麗
末
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
古
籍
』

(
7
)
 

と
い
う
の
は
あ
る
い
は
『
周
官
六
翼
』
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
慢
に
爾
者
が
別
個
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
姓
氏
記
載
内
容
の
達



い
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

山
♂
『
J

新
靖
東
園
輿
地
勝
寛
』
姓
氏
篠
は
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
色
を
も
っ
。
第
一
に
、

い
て
い
え
ば
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
に
記
さ
れ
た
姓
氏
が
『
輿
地
勝
賢
一』
(
『
新
増
東
園
輿
地
勝
質
』
を
、
以
後
こ
の
よ
う
に
略
稽
す
る
)
に
は
み
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
稀
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
睦
と
し
て
は
姓
氏
の
記
録
が
や
や
く
わ
し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
郷
・
部
曲
・

所
な
ど
の
姓
氏
の
記
録
が
か
な
り
く
わ
し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
輿
地
勝
覧
』
姓
氏
僚
に
新
た
に
記
さ
れ
た
郷
・
郡
曲
札
所
な
ど
の
行
政

匡
霊
名
は
か
な
り
の
数
に
の
.
ほ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
姓
氏
が
記
録
さ
れ
た
。
第
三
に
、
姓
種
に
閲
し
て
は
、
お
お
よ
そ
衣
の
よ
う
な
原
則
に
基
づ
い

一
般
郡
鯨
に
つ

て
-
記
録
さ
れ
て
い
る
。

イ
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
土
姓
・
次
姓
に
該
嘗
す
る
姓
氏
に
は
姓
種
を
記
さ
な
い
。

現
存
す
る
姓
氏
と
亡
姓
と
を
区
別
し
な
い
。

ー

吏
姓
・
村
姓
・
騨
姓
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
吏
」
・
「
村
」
・
「
騨
」
字
を
詰
記
す
る
。

賜
姓
は
、
そ
の
む
ね
を
註
記
す
る
。

他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
で
、
本
籍
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
そ
の
郡
勝
名
を
註
記
し
て
そ
の
姓
種
は
記
さ
な
い
1

ロ一
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ノ、ホ

他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
で
、
本
籍
が
不
明
な
場
合
に
は
、
「
来
」
・
『
績
」
・
「
属
」
字
の
い
ず
れ
か
を
註
記
す
る
。

『
輿
地
勝
賞
』
姓
氏
僚
の
姓
種
記
載
は
、
-
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
J

そ
れ
で

は
、
以
上
の
よ
う
な
『
輿
地
勝
覚
』
姓
氏
僚
の
特
色
に
基
づ
い
て
、
『
古
籍
』
と
『
周
官
六
翼
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

"" 
が
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

li¥ 

.， 
、

』
-慶
命
、・
全
羅
南
遁
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
一
『
輿
地
勝
寛
』
姓
氏
僚
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
と
『
周
官
六
翼
』
だ
け
が
典
擦
と
さ
れ
た

か
ら
、
円
輿
地
、勝
賢
』
の
姓
氏
記
載
が
『
世
宗
賞
録
』
地
理
士
山
の
そ
れ
よ
り
も
く
わ
し
い
部
分
は
、
も
つ
ば
ら
『
周
官
六
翼
』
に
依
接
し
た
も

の
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
郷
i

部
曲
・
所
な
ど
の
姓
氏
に
つ
い
て
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
が
典
援
と
し
た
『
古
籍
』
に
お
い
て
も
『
周
官
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六
翼
』
と
同
じ
程
度
に
く
わ
し
く
記
録
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
‘
何
ら
か
の
理
由
で
一
部
の
郷
・
部
曲
・
所
等
の
そ
れ
が
『
世
宗
賞
録
』
地
理

(
8〉

志
姓
氏
僚
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
古
籍
』
に
記
さ
れ
た
一
般
郡
鯨
の
姓
氏
は
、
す
ベ

て
司
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
縛
記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
一
般
郡
牒
の
姓
氏
記
載
に
闘
し
て
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
よ
り
も
部
分
的
に
く

わ
し
い
『
周
官
六
翼
』
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
が
典
擦
と
し
た
『
古
籍
』
と
は
全
然
別
個
の
書
物
で
あ
っ
た
と
把
握
す
る
ほ
か
な
い
で
あ

ろ
う
。『

古
籍
』
は
、
『
周
官
六
翼
』
よ
り
も
古
い
書
物
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

一
般
郡
豚
の
姓
氏
記
載
に
闘
し
て
、
『
古
籍
』
よ
り
も
『
周
官
六
翼
』

の
方
が
く
わ
し
い
の
は
、
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
が
『
周
官
六
翼
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
古

籍
』
作
成
以
後
に
移

っ
て
き
た
姓
氏
が
高
麗
末
期
の
『
周
官
六
翼
』
に
は
記
録
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
再
び
他
の
郡
勝
に
移
っ
て
い
っ
た

た
め
に
世
宗
代
の
『
開
』
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

一
般
郡
勝
の
姓
氏
記
載
に
闘
し
て
、

- 82ー

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
よ
り
も
『
周
官
六
翼
』
の
方
が
部
分
的
に
く
わ
し
い
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
な
の
で
あ
る
。
『
世
宗
貫
録
』
地

理
志
に
は
『
周
官
六
翼
』
が
い
く
つ
か
の
個
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
姓
氏
僚
で
は
全
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
『
世
宗
貧
録
』
地

理
志
の
編
者
は
姓
氏
僚
を
記
録
す
る
に
嘗
っ
て
、
煩
雑
さ
を
避
け
て
『
古
籍
』
と
『
閲
』
の
み
に
依
援
し
、
『
周
官
六
翼
』
は
姓
氏
僚
を
記
録

す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
は
z

意
識
的
に
除
外
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
輿
地
勝
賢
』
姓
氏
僚
の
姓
種
記
載
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
た
。
『
世
宗
貧

録
』
地
理
志
の
姓
種
記
載
が
雑
然
と
し
て
い
る
の
と
は
す
こ
ぶ
る
劉
照
的
で
あ
り
、
『
輿
地
勝
賢
』
の
編
者
が
一
定
の
方
針
の
も
と
に
そ
れ
ら

を
整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
『
周
官
六
翼
』
に
お
け
る
姓
種
表
記
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
推
測
す
る
だ
け

の
材
料
が
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
姓
種
記
載
の
簡
略
化
が
か
な
り
杜
撰
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

史
料
と
し
て
の
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
債
値
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
『
輿
地
勝
賢
』
姓
氏
僚
に
お
け
る
姓
種
記
載
の

杜
撰
さ
に
つ
い
て
若
干
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。



明
輿
地
勝
覚
』
巻
三
、
漢
披
府
姓
氏
僚
に
は
、
先
に
掲
げ
た
史
料
に
績
い
て
、

D

凡
そ
他
州
よ
り
来
居
せ
る
は
、
姓
の
下
に
只
だ
本
籍
を
註
す
。
後
は
此
に
倣
う
。

と
あ
り
、
問
答
四
、
開
城
府
姓
氏
篠
の
割
註
に
は
、

凡
そ
他
州
よ
り
来
居
し
て
本
籍
考
う
可
か
ら
ざ
る
は
、
只
だ
衆
と
注
し
、
或
は
績
と
云
い
、
或
は
属
と
云
う
。
後
は
此
に
倣
う
。

と
あ
る
。
史
料
A
・
B
に
お
い
て
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
の
編
者
が
加
属
姓
・
績
姓
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
の
と
は
劉
照
的
に
、
『
輿
地
勝

E 
質
』
の
編
者
は
、
「
績
」
字
や
「
麗
」
字
の
註
記
が
円
来
」
字
を
註
記
す
る
場
合
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
何
ら
読
明
を
し
て
い

な
い
。
そ
し
て
、
史
料
D
の
如
く
、
ど
こ
か
ら
移
っ
て
き
た
か
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
た
だ
そ
の
郡
勝
名
を
註
記
す
る
だ
け
で
、
姓
種
は
い

っ
さ
い
記
さ
な
い
が
、
史
料
E
の
如
く
、
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
者
の
う
ち
本
籍
が
不
明
な
場
合
に
の
み
「
来
」
・
「
績
」
・
「
属
」
字
の
い
ず
れ

か
を
註
記
す
る
と
い
う
の
で
は
、
中
途
牢
端
の
そ
し
り
を
菟
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
来
」
・
「
繍
」
・
「
属
」
字
の
註
記
の
仕
方
が
杜
撰

『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
に
お
い
て
績
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
、
『
輿
地
勝
賢
』
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
績
姓
と
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
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そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
で
来
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
が
『
輿
地
勝
覧
』
に
お
い
て
績
姓
と
さ
れ
る

倒
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
黄
海
道
の
信
一
川
郡
・
文
化
鯨
、
江
原
道
の
逼
川
郡
の
よ
う
に
、
同
一
の
巴
に
お
け
る
来
姓
と
績
姓
が
、
『
世
宗
寅

録
』
地
理
志
と
『
輿
地
勝
覧
』
と
で
す
っ
か
り
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
績
姓
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
姓

種
で
あ
る
か
ら
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
お
い
て
来
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
が
『
周
官
六
翼
』
の
記
録
に
基
づ
い
て
『
輿
地
勝
覧
』
で
は
績
姓
に

書
き
か
え
ら
れ
た
、
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
編
纂
者
の
悉
一意
を

τ

見
出
す
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

「
来
」
字
、
が
附
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。

加
属
姓
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
に
お
い
て
唯
一
、
慶
州
牧
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
『
輿
地
勝
覧
』
に
お
い
て
は
慶
州
牧
だ
げ
で
な

く
楊
根
郡
・
祭
安
郡
・
成
川
都
護
府
に
も
「
属
」
字
の
註
記
さ
れ
た
姓
氏
が
あ
る
。
「
属
」
字
が
附
さ
れ
た
楊
根
・
築
安
・
成
川
の
姓
氏
は
、

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
で
は
そ
れ
ぞ
れ
亡
姓
・
績
姓
・
績
姓
と
な
っ
て
い
る
。
『
淘
官
六
翼
』
で
は
こ
れ
ら
が
加
属
姓
と
な
っ
て
い
て
、
『
輿
地
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勝
覚
』
の
編
者
が
こ
れ
に
依
接
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
ご
く
少
な
い
と
思
う
。
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志

に
唯
一
み
ら
れ
る
加
属
姓
は
も
と
も
と
『
閲
』
に
は
み
え
ず
、
『
古
籍
』
に
だ
け
使
わ
れ
た
姓
種
で
あ
っ
た
か
ら
、
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
移
っ

て
き
て
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
が
、
『
周
官
六
翼
』
に
お
い
て
加
属
姓
と
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
少
な
く
と
も
『
輿
地
勝

賢
』
の
築
安
・
成
川
の
僚
に
み
ら
れ
る
「
属
」
字
の
註
は
、
「
繍
」
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
ま
っ
て
「
属
」
と
記
し
た
か
、
或
は
編
者
が
悉

一
意
的
に
記
し
た
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
輿
地
勝
覧
』
で
は
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
姓
氏
の
う
ち
、
も
と
の
郡
勝
名
が
註
記
さ
れ
る

場
合
に
は
、
来
姓

・
繍
姓

・
入
鎖
姓

・
入
姓
の
匡
別
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
輿
地
勝
覚
』
の
編
者
は
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
姓
種
を
匡
別
す
る

こ
と
に
不
熱
心
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
来
」
・
「
繍
」
・
「
属
」
字
の
註
記
に
お
け
る
杜
撰
さ
は
〉
こ
の
よ
う
な
編
者
の
姿
勢
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

『
輿
地
勝
管
』
に
お
け
る
姓
種
記
載
の
杜
撰
さ
は
、
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
の
八
菖
鯨
・
南
原
都
護
府
・
一
帽
輿
牒
の
個

所
に
み
ら
れ
る
百
姓
姓
を
土
姓
と
同
様
に
扱
い
な
が
ら
、
卒
海
郡
の
百
姓
姓
だ
け
は
村
姓
と
み
な
し
て
「
村
」
字
を
註
記
し
た
の
は
そ
の
一
例

で
あ
り
、
舟
密
儒
・
南
原
都
護
府
・
一
幅
輿
豚
の
人
吏
姓
を
土
姓
と
同
様
に
扱
い
な
が
ら
、
洪
州
牧
の
次
吏
姓
だ
け
は
吏
姓
と
み
な
し
て
「
吏
」

(
9
)
 

字
を
註
記
し
た
の
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
『
世
宗
賞
録
』
地
理
志
に
お
い
て
横
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
に
は

「郷
吏
」
と
註
記
さ
れ
る
場
合

が
甚
だ
多
い
け
れ
ど
も
、
宜
寧
鯨
の
繍
姓
だ
け
を
吏
姓
と
み
な
し
て
「
吏
」
字
を
註
記
し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
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『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
は
、
土
姓
・
次
姓
・
次
吏
姓
・
人
吏
姓
ー・
百
姓
姓
・
村
姓
・
村
落
姓

・
外
村
姓
・
外
姓
・
加
属
姓
・
立
鯨

後
姓
・
立
州
後
姓
・
賜
姓
-
来
姓
・
来
接
姓
・
入
銀
姓
・
入
姓
・
亡
姓
・
績
姓
な
ど
数
多
く
の
姓
種
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
輿
地
勝
賢
』
の

編
者
は
、

-恐
ら
く
こ
れ
ら
様
々
な
姓
種
の
相
互
関
係
を
理
解
し
え
な
い
ま
ま
、
姓
種
表
記
の
簡
略
化
を
圃
っ
た
の
で
あ
り
、
杜
撰
さ
は
そ
の
結

果
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
姓
種
は
、
亡
姓
・
繍
姓
以
外
は
す
べ
て
『
古
籍
』
に
記
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
姓
種
の
相

互
関
係
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
鮎
で
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
編
者
も
同
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
の
編
者
は
『
古
籍
』
の
姓
種
記
載
を
傘
重
し
て
、
悉
意
を
加
え
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
甜
特
記
し
た



の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
史
料
と
し
て
の
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
が
高
い
債
値
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

世
宗
代
の
『
開
』
は
各
道
監
司
の
報
告
書
で
あ
っ
た
が
、
高
麗
時
代
の
『
古
籍
』
も
地
方
か
ら
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
集
成
し
た
も
の
と
み
て

よ
い
と
思
う
9

『
世
宗
賓
録
』
地
理
志
の
編
者
が
『
古
籍
』
の
記
録
を
傘
重

L
て
悉
意
を
加
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
『
古
籍
』
の
編
者
も
地
方
か

ら
の
報
告
を
傘
重
し
て
悉
一
意
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ

d

っ
て
、
そ
れ
放
に
今
日
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い
て
雑
多
な
-姓
種
が
侍

一一例
を
拳
げ
る
と
、
村
姓
・
村
落
姓
・
外
村
姓
・
外
姓
は
い
ず
れ
も
同
一
の
寅
瞳
右
さ
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

え
ら
れ
て
い
る
。

に
多
様
な
名
稽
が
停
え
ら
れ
た
の
は
、
も
と
も
と
『
古
籍
』
を
編
纂
す
る
際
の
地
方
か
ら
の
報
告
書
広
お
い
て
多
様
な
姓
種
名
が
使
わ
れ
た
か

ら
で
あ
り
、
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
は
外
村
姓
や
外
姓
の
、
「
外
」
字
が
村
姓
の
性
格
を
知
る
た
め
の
手
掛
り
と
な
っ
て
、
高
麗
の
批
曾
構
造
や

身
分
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
お
む
ね
高
麗
前
期
の
社
曾
の
あ
り
方
に
卸
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
「
古
籍
』
自
瞳
は
以

下
に
述
べ
る
よ
う
に
高
麗
後
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
古
籍
』
の
作
成
年
代
を
推
定
す
る
に
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
全
瞳
を
分
析

と
り
わ
け
来
姓
・
入
鎖
姓
・
入
姓
・
繍
姓
に
註
記
さ
れ
た
郡
鯨
名
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で

『
古
籍
』
に
-
記
さ
れ
た
姓
種
は
、

- 85-

す
る
必
要
が
あ
り
、

は
そ
の
考
謹
を
行
う
徐
裕
は
な
い
の
で
、

一ご
く
お
お
ま
か
な
見
嘗
を
つ
け
て
お
く
程
度
に
止
め
た
い
と
思
う
。

r

統

一

，)< 

高
麗
時
代
犯
は
、
州
・
府
・
郡
・
豚
の
み
な
ら
ず
、
郷
・
部
曲
・
所
・
荘
・
慮
・
津
・
騨
・
院
・
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
地
方
行
政
匿

ハ

ωU

豊
一
一
且
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
行
政
直
重
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
み
な
特
定
の
身
分
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
し
ま
た
、
各
杓
落
の
住
民
は
そ
れ
ぞ

(
日
)

れ
同
一
の
姓
氏
を
稽
し
て
い
た
か
ら
、
人
民
が
あ
る
行
政
区
重
か
ら
別
の
行
政
医
董
へ
移
住
す
る
と
い
う
の
は
原
則
と
し
て
あ
り
え
な
い
こ
と

(
M
M
)
 

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
が
人
民
の
流
亡
化
現
象
に
よ
っ
て
崩
壊
し
始
め
る
の
は
一
二
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
一
二
世
紀
後
牢
に

〈

日

)

は
、
流
民
を
本
貫
に
迭
還
す
る
こ
と
な
く
、
現
住
地
に
お
い
て
附
籍
し
掌
握
す
る
方
式
が
と
ら
れ
る
に
至
る
J

人
民
を
姓
氏
集
圏
左
し
て
把
握

す
る
と
い
う
高
麗
初
期
以
来
の
原
則
が
一
二
世
紀
後
半
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
に
放
棄
さ
れ
る
と
、
各
行
政
匡
重
に
お
け
る
人
民
の
流
出
・
流
入

は
い
っ
そ
う
進
展
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
『
闘
』
が
作
成
さ
れ
た
李
朝
初
期
今ま
で
一
貫
し
て
饗
ら
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
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て
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
記
さ
れ
た
来
姓
・
捜
姓
・
亡
姓
が
、
高
麗
後
期
か
ら
李
朝
初
期
に
か
け
て
の
、
各
行
政
匿
董
に
お
け
る
人

民
の
流
出
・
流
入
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い
て
来
姓
と
し
て
記
録
さ
れ
た
姓
氏
は
、

の
ベ
三
九
六
に
達
す
る
。
各
行
政
臣
室
亘
に
お
け
る
人
民
の
流

出
・
流
入
は
、
流
民
を
現
住
地
に
・
お
い
て
附
籍
し
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
二
世
紀
後
字
以
後
に
本
格
化
し
て
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
か

ら
、
来
姓
と
さ
れ
た
三
九
六
の
姓
氏
の
大
半
は
武
人
政
権
成
立
(
一
一
七
O
年
)
以
後
に
他
慮
か
ら
移
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
来
姓

は
も
と
も
と
『
古
籍
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
『
古
籍
』
の
作
成
年
代
は
武
人
政
権
成
立
(
二
七
O
年
〉
以
後
、
か
な
り
の
年

月
が
経
過
し
た
時
期
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

前
節
で
掲
げ
た
史
料
B
に
よ
れ
ば
、
迷
原
妊
の
姓
氏
と
し
て
は
、
繍
姓
と
し
て
成
氏
が
記
録
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
繍
姓
と
し
て
の
戚
氏

は
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
迷
原
荘
に
移
住
し
、
『
閲
』
作
成
首
時
そ
こ
に
居
住
し
て
い
た
姓
氏
だ
か
ら
、
『
古
籍
』
に
は
迷
原
荘
の
姓
氏
は
記
載
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が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
『
古
籍
』
作
成
嘗
時
に
お
い
て
迷
原
荘
に
は
記
録
す
べ
き
姓
氏
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
迷
原
荘
は
恐
ら
く
一
個
の
自
然
村
落
で
あ
っ
て
、
高
麗
前
期
に
は
同
姓
集
圏
が
居
住
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
『
古
籍
』

作
成
嘗
時
に
は
す
で
に
流
出
し
て
い
た
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

迷
原
荘
の
よ
う
に
繍
姓
だ
け
が
記
さ
れ
た
郷
・
部
曲
・
所
・
荘
・
虚
等
は
、
『
世
宗
質
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い
て
か
な
り
の
敢
に
達
す

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
高
麗
前
期
の
姓
氏
集
圏
が
『
古
籍
』
作
成
嘗
時
ま
で
に
流
出
し
た
例
と
考
え
て
よ
い
。
州
・
府
・
郡
・
鯨

に
比
べ
て
郷
・
部
幽
-
所
・
荘
・
薩
枯
一
寸
の
規
模
は
小
さ
く
、

た
。
ま
た
、
そ
の
住
民
は
、

一
個
の
同
姓
村
落
が
そ
の
ま
ま
一
個
の
行
政
匿
董
と
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ

一
般
郡
鯨
民
に
比
べ
て
そ
の
身
分
が
一
段
と
低
く
、
差
別
的
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
も
と
も
と
流
亡
化
し
ゃ

す
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
古
籍
』
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、

住
民
が
す
べ
て
流
出
し
た
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
武
人
政
権
威
立
(
一
一
七
O
年
〉
後
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て
か
ら
と
み
な
く

一
部
の
郷
・
部
曲
・
所
・
荘
・
慮
等
に
お
い
て
高
麗
初
期
以
来
の

て
は
な
ら
な
い
。



一
方
、
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
他
慮
か
ら
流
入
し
て
『
閥
』
に
把
握
さ
れ
た
績
姓
は
の
ベ
五
四
一
に
達
し
、
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
他
鹿
へ
流

出
し
た
亡
姓
は
そ
の
二
倍
ほ
ど
に
な
る
か
ら
、
『
古
籍
』
の
作
成
は
、
『
開
』
の
年
代
三
四
二
四
年
|
|
一
四
三
二
年
〉
か
ら
か
な
り
の
年
月
を
遡

っ
た
時
期
に
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
武
人
政
権
成
立
(
一
一
七
O
年
〉
以
後
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
た
時
期
で
あ
り
、
し
か

も
『
開
』
の
年
代
(
一
回
二
四
年
I
1
一
四
三
二
年
)
か
ら
か
な
り
の
年
月
を
遡
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、

『
古
籍
』
の
年
代
を
一
一
一
一
世
紀
後
半
及
び
一
回
世
紀
前
半
の
一

0
0年
聞
に
限
定
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
『
古
籍
』
の
年
代
を
こ
の
よ

う
に
限
定
し
て
よ
い
と
す
る
と
、
『
古
籍
』
に
闘
し
て
更
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
『
古
籍
』
は
高
麗
前
期
に
存
在
し
た
姓
氏
の
す
べ
て
を
記
載
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
郷
脚
部
曲
・
所
等

の
姓
氏
に
閲
し
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
っ
た
。
戸
般
郡
勝
の
場
合
も
、
『
古
籍
』
作
成
以
前
に
す
で
に
他
慮
へ
流
出
し
て
、
そ
の
た
め
に

『
古
籍
』
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
姓
氏
が
あ
っ
て
少
し
も
不
都
合
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
嘗
然
そ
の
よ
う
な
姓
氏
が
あ
っ
た

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
他
慮
へ
流
出
し
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い
て
亡
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
は
か
な
り
の

教
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
古
籍
』
作
成
以
前
か
ら
の
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。

~ 87ー

『
閥
』
は
、
世
宗
代
嘗
時
に
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
っ
た
。
『
古
籍
』
も
同
様
に
、
高
麗
後
期
の
あ
る
時
黙
に
お
い
て
現

存
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
た
め
に
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
全
瞳
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
慣
に
、
明
古
籍
』
が
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
で
な
く
過
去
の
姓
氏
を
も
記
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
二
二
世
紀
後
牟
な
い

し
一
四
世
紀
前
半
の
時
黙
に
お
い
て
把
握
し
え
な
か
っ
た
姓
氏
は
相
首
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
古
籍
』
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
姓
氏
り
存

在
を
看
過
し
た
ま
ま
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
基
づ
い
て
高
麗
前
期
の
姓
氏
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
す
る
と
、
思
わ
ぬ
誤
り
を
犯
す

(
U〉

こ
と
に
な
ろ
う
。
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『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
高
麗
初
期
以
来
の
姓
氏
の
あ
り
方
を
二
二
世
紀
後
半
な
い
し
一
四
世
紀
前
半
の
あ
る
時
貼
に
お
い
て
把

握
し
た
『
古
籍
』
と
、
世
宗
代
に
お
い
て
把
握
し
た
『
闘
』
と
を
典
擦
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
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理
志
姓
氏
篠
は
、
各
郡
鯨
を
本
貫
と
す
る
姓
氏
の
集
成
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
郷
吏
の
姓
氏
の
集
成
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
ま

た
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
士
山
姓
氏
僚
の
基
本
的
性
格

『世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
お
い

て
績
姓
と
さ
れ
た
の
ベ
五
四
一
の
姓
氏
の
う
ち
、
ニ

O
四
の
姓
氏
に
は
も
と
の
郡
鯨
名
が
註
記
さ
れ

て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
京
畿
の
振
威
豚
の
場
合
で
あ
る
。

繍
姓
一
、
越
(
稜
山
来
〉
。

F 
振
威
豚
の
越
氏
は
稜
山
田
怖
か
ら
移
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
果
し
て
稜
山
と
い
う
郡
鯨
名
の
註
記
は
振
威
豚
に
く
る
前
の
居
住
地
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
越
氏
は
皐
に
振
威
燃
に
移
っ
て
き
た
と
い
う
理
由
で
績
姓
と
し
て
把
帽
蝕
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

全
羅
道
の
求
躍
恒
例
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

績
姓
二
、
朴
(
来
庭
は
知
ら
ず
〉
・
責
(
義
国
田
豚
来
、
皆
な
郷
吏
)
。

G 

。。

朴
氏
は
ど
こ
か
ら
移
っ
て
き
た
か
が
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
郡
鯨
名
の
註
記
は
轄
入
前
の
居
住
地
を
一
が
す
も
の
の
よ
う
に
受

け
取
れ
る
。
し
か
し
、
「
来
慮
不
知
」
な
い
し
「
不
知
来
慮
」
と
い
う
註
記
の
仕
方
は
全
羅
道
の
場
合
の
特
色
な
の
で
あ
り
、
慶
街
道
の
場
合

(
日
)

に
は
「
本
未
詳
」
な
い
し
「
本
不
知
」
と
註
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
本
貫
を
軍
に
「
本
」
字
で
表
わ
す
の
は
高
麗
時
代
の
戸
籍
に
も
見

出
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
本
未
詳
」

・「
本
不
知
」
は
本
貫
が
不
明
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
慶
尚
道
大
丘
郡
の
属
鯨
で
あ
る
書
城
鯨
の
姓
氏

僚
に
は
、
次
の
よ
う
に
本
貫
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

H 

繍
姓
六
、
丙
(
缶
渓
来
〉

・
陳
(
桂
城
来
〉
・
桂
(
保
寧
来
)
・
金
二
〈
一
、
金
海
来
、

一
、
清
道
来
〉
・
李
(
本
貫
は
知
ら
ず
。
皆
な
郷
吏
た
り
〉
。

そ
れ
故
、
郡
麻
名
の
註
記
は
轄
入
前
の
居
住
地
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
本
貫
を
一
示
す
も
の
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

史
料
F
の
越
氏
は
、
稜
山
燃
の
姓
氏
僚
に
は
土
姓
と
記
さ
れ
て
い
る
。
土
姓
と
い
う
の
は
そ
の
土
地
の
生
え
抜
き
の
姓
氏
を
さ
す
か
ら
、
稜



山
燃
は
振
威
臨
酬
の
越
氏
の
本
貫
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。
史
料
G
の
賀
氏
、

H
の
丙
氏
:
陳
氏
・
屋
氏
・
金
氏
も
、
『
世
宗
貫
録
』
地

理
志
姓
氏
僚
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
註
記
さ
れ
た
郡
廓
に
お
い
て
土
姓
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
史
料
F
の
越
氏
の
場
合
と
同
様
に
考
え
て
よ

い
。
「
稜
山
来
」
と
い
う
註
記
は
、
振
威
鯨
に
再
入
す
る
前
の
越
氏
の
居
住
地
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
越
氏
の
先
祖
は
稜
山
鯨
に
居
住

し
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
一
度
他
の
郡
豚
に
移
り
、
そ
こ
か
ら
振
威
癖
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他

慮
か
ら
韓
入
し
て
く
る
姓
氏
に
関
し
て
、
そ
れ
ま
で
ど
こ
に
居
住
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
ず
、
も
つ
ば
ら
本
貫
だ
け
が
問
題

と
さ
れ
た
の
は
、
姓
民
と
い
う
も
の
の
性
格
を
考
え
て
み
れ
ば
至
極
嘗
然
t

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
貫
の
制
度
が
確
立
し
て
以
後
は
、
少
な
く
と

(
時
)

も
良
民
身
分
で
あ
れ
ば
本
貫
の
な
い
姓
氏
と
い
う
の
は
考
え
よ
う
が
な
い
。
姓
氏
は
本
貫
を
稽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
枇
禽
的
機
能
を
果

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
本
貫
は
姓
氏
の
本
質
的
な
属
性
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
史
料

F
の
例
で
い
え

ば
、
稜
山
豚
を
本
貫
と
す
る
越
氏
は
単
に
振
威
鯨
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
そ
の
姓
氏
僚
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

振
威
麟
の
姓
氏
僚
の
全
文
は
衣
の
通
り
で
あ
る
。

土
姓
三
、
李
・
金
・
握
、
亡
姓
二
、
柳
・
宋
、
繍
姓
一
、
越
ハ
稜
山
来
〉
、
松
荘
一
、
柳
。

nu 
。。

松
荘
と
い
う
の
は
、
世
宗
六
年
に
水
原
府
か
ら
振
威
牒
に
来
属
L
た
行
政
匿
重
で
あ
る
。

亡
姓
と
さ
れ
た
柳
・
宋
の
二
氏
は
、
『
開
』
が
作
成

さ
れ
た
世
宗
代
に
は
振
威
鯨
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
。
越
氏
が
単
に
振
威
鯨
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
姓
氏
僚
に
記
録
さ
れ
た
と
す

る
と
、
世
宗
代
嘗
時
、
振
威
鯨
に
は
わ
ず
か
李
・
金
・
握
・
越
の
四
氏
し
か
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
或
は
少
な
く
と
も
、
園
家
は
振
威
豚

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
事
買
で
あ
っ
た
と
は
、
到
底
考
え

に
お
い
て
こ
れ
ら
四
氏
し
か
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ら
れ
な
い
。
亡
姓
と
さ
れ
た
柳
・
宋
の
二
氏
は
、
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
長
い
年
月
の
聞
に
次
々
と
鯨
外
に
流
出
し
、

迭
に
は
振
威
懸
に
居
住
す
る
者
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
。
土
姓
と
さ
れ
る
李

・
金
・
握
三
氏
の
場
合
も
か
な
り
の

人
数
が
鯨
外
に
流
出
し
た
と
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
調
姓
と
さ
れ
る
趨
氏
で
さ
え
、
そ
の
一
部
が
鯨
外
に
流
出
し
た
と
み
て
少
し
も
不
都
合
で

は
な
い

O

L

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
人
聞
が
豚
外
に
流
出
す
る
一
方
、
師
例
外
の
各
地
か
ら
は
様
々
な
姓
氏
を
稽
す
る
者
が
振
威
鯨
に
流

327 
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入
し
た
と
み
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

一
二
世
紀
後
牢

に
は
流
民
を
現
住
地
に
お
い
て
附
籍
し
掌
握
す
る
方
式
が
と
ら
れ
た
か
ら
、
以
後
、
人
民
が
本
貫
か
ら
流
出
す
る
現
象
は
い
っ
そ
う
進
展
し
て

行
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
は
数
多
く
の
亡
姓
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
振
威
豚
に
お
い

て
も
一
二
世
紀
後
半
以
来
、
一
貫
し
て
豚
外
か
ら
流
入
す
る
人
民
を
附
籍
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
世
宗
代
嘗
時
に
お
い
て
鯨
外
か
ら
流

入
し
た
様
々
な
姓
氏
の
う
ち
、
越
氏
だ
け
が
附
籍
さ
れ
て
い
た
な
ど
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
越
氏
が
振
威
鯨
の
姓
氏
僚
に
記
録
さ
れ
た
の

は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
単
に
振
威
照
に
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

先
に
史
料
F
・
G
・
H
を
検
討
し
た
際
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
郡
勝
名
の
註
記
は
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
氏
の
本
貫
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

F
・
G
-
H
の
場
合
に
は
、
郡
田
腕
名
が
註
記
さ
れ
た
姓
氏
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
註
記
さ
れ
た
郡
勝
の
土
姓
で
あ
っ
た
が
、
衣
の
よ
う
に
、
郡

豚
名
の
註
記
さ
れ
た
姓
氏
が
そ
の
郡
鯨
の
繍
姓
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
註
記
は
本
貫
を
示
す
も
の
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

卸
ち
、
慶
尚
道
玄
風
豚
の
姓
氏
僚
に
は
、

高
麗
の
人
民
が
そ
の
本
貫
か
ら
流
出
す
る
現
象
は
、

一
二
世
紀
初
頭
に
目
立
ち
始
め
る
。
そ
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

- 90-

I 

繍
姓
一
、
金
(
安
定
来
、
今
、
郷
吏
た
り
〉
。

と
あ
り
、
慶
街
道
比
安
鯨
の
姓
氏
僚
に
は
、

J 

安
貞
姓
三
、
果
・
林
・
羅
、
績
姓
二
、
朴
(
密
陽
来
〉
、
金
(
本
は
知
ら
ず
。
皆
な
郷
吏
た
り
〉
。

と
あ
る
。
史
料
F
に
お
い
て
稜
山
が
越
氏
の
本
貫
を
一
示
す
よ
う
に
、
史
料
ー
に
お
い
て
も
「
安
定
」
が
金
氏
の
本
貫
を
一
示
す
も
の
と
み
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
史
料
J
に
よ
れ
ば
、
安
貞
(
安
定
〉
鯨
の
金
氏
は
本
貫
不
明
の
繍
姓
で
あ
る
が
、
安
貞
を
新
た
に
本
貫
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
安
貞
の
金
氏
の
一
部
が
玄
風
鯨
に
移
り
、
金
氏
が
新
た
に
玄
風
懸
の
姓
氏
と
し
て
把
握
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
貫
が

「安

定
」
と
註
記
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

史
料
J
の
場
合
に
は
、
本
貫
が
不
明
だ
っ
た
放
に
金
氏
は
新
た
に
安
貞
を
本
貫
と
し
た
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
や
す
い
が
、
寅
際
に
は
本
貫
の



明
・
不
明
を
問
わ
ず
、
他
慮
か
ら
流
入
し
て
そ
の
郡
勝
の
姓
氏
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
即
ち
そ
の
郡
燃
を
新
た
に
本
貫
と
す
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
か
。
安
貞
の
朴
氏
の
本
貫
は
密
陽
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か

L
、
安
定
の
姓
氏
と
し
て
把
握
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
朴
氏
が
新
た
に
安
貞
を
本
貫
と
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
闘
し
て
示
唆
的
な
の
が
、
次
の

一
連
の
記
録
で
あ
る
。

九
〔
全
羅
道
和
順
懸
傑
〕
繍
姓
三
、
朴
(
順
天
)
・
金
問菅
州
〉
・
金
(
茂
珍
、
皆
な
郷
吏
)
。

L
〔
慶
向
遁
耳
目
州
牧
燦
〕
繍
姓
二
、
金
(
薩
州
来
〉
・
朴
(
本
、
未
詳
〉

O

L
〔
慶
街
道
寧
海
都
護
府
ハ
躍
州
〉

一候
〕
土
姓
六
、
朴
・
金
・
ー責
・
李
・
林
・
申
。

膏
州
の
金
氏
の
本
貫
は
、
躍
州
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

寧
海
都
護
府
(
雄
両
〉
の
土
姓
で
あ
る
金
氏
は
、
そ
の
一
一
部
が
一
膏
州
に
移
り
、
新
た
に

膏
州
を
本
貫
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
膏
州
の
姓
氏
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
音
州
の
金
氏
の
一
一
部
が
更
に
和
順
鯨
に
移
り
、
和
順
の

姓
氏
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
、
史
料
比
一
に
み
ら
れ
る
如
く
、
彼
あ
の
本
貫
と
し
て
菅
州
が
註
記
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

史
料
F
に
立
ち
返
っ
て
い
え
ば
、
越
氏
の
本
貫
は
振
威
鯨
な
の
で
あ
り
、
註
記
さ
れ
た
稜
山
は
も
と
の
本
貫
を
示
す
も
の
と
み
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
振
威
豚
に
居
住
し
て
い
た
超
氏
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
本
貫
が
稜
山
勝
か
ら
振
威
鯨
に
饗
更
さ
れ
た
の
で
あ
り
?
振
威
廓

を
本
貫
と
し
た
か
ら
こ
そ
越
氏
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
績
姓
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
績
姓
と
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さ
れ
た
姓
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
勝
等
を
新
た
に
本
貫
と
し
た
故
に
司
閥
恒
に
記
録
さ
れ
た
と
す
る
と
、
『
古
籍
』
に
お
い
て
も
行
政
区
重
ご

と
に
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
姓
氏
が
記
録
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
く
、
そ
れ
故
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
全
世
と
し
て
本
貫
の
記
録
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
績
姓
と
さ
れ
た
五
四
一
の
姓
氏
の
う
ち
、
二

O
四
の
姓
氏
に
は
郡
勝
名
が
註
記
さ
れ
て
お
り
、
二

O
四
例
の
う
ち
、
そ

の
姓
氏
が
、
註
記
さ
れ
た
郡
勝
の
土
姓
で
あ
る
場
合
、
卸
ち
史
料
F
の
よ
う
な
場
合
は
一
五

O
例
を
占
め
、
史
料
ー
の
よ
う
に
績
姓
で
あ
る
場

合
は
九
例
、
以
下
、
天
降
、姓
五
例
、
亡
姓
四
例
、
外
村
姓
二
例
、
立
州
後
姓
・
来
姓
・
亡
来
姓
・
入
銀
姓
各
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

329， 



330 

に
『
世
宗
貧
録
』
地
理
志
姓
氏
篠
に
見
出
せ
な
い
姓
氏
が
三

O
例
あ
る
が
、
そ
の
一
例
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

L
〔
全
羅
道
珍
原
豚
候
〕
繍
姓
三
、
李
(
保
鐙
T

〉
・
金
(
長
興
〉
・
金
(
来
慮
を
知
ら
ず
。
皆
な
郷
吏
)
。

李
氏
は
保
寧
鯨
姓
氏
僚
で
は
亡
姓
と
さ
れ
て
い
る
が
、
金
氏
は
長
輿
都
護
府
姓
氏
僚
に
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
見
出
せ
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
長
輿
都
護
府
姓
氏
僚
の
記
録
に
不
備
が
あ
る
と
み
る
必
要
は
な
い
し
、
珍
原
鯨
姓
氏
僚
の
記
録
が
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
も
と

も
と
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
篠
に
は
、
官
同
麗
初
期
か
ら
李
朝
初
期
に
至
る
ま
で
の
、
各
行
政
匡
董
を
本
貫
と
し
た
姓
氏
が
す
べ
て
記
録
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
『
古
籍
』
と
『
閥
』
に
よ
っ
て
把
揮
さ
れ
た
姓
氏
が
集
成
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
高
麗
初
期
か
ら
『
古
籍
』
作
成

伊

時
ま
で
の
す
べ
て
の
姓
氏
が
『
古
籍
』
に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
保
誼
は
な
い
し
、
ま
し
て
『
閲
』
は
世
宗
代
嘗
時
に
お
い
て
現
存
し
て
い
た
姓

氏
の
み
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
史
料
に
即
し
て
い
え
ば
、
た
ぶ
ん
『
古
籍
』
作
成
後
に
、
新
た
に
長
輿
府
を
本
貫
と
し
た
金
氏
が
い
た

が
、
『
開
』
作
成
時
に
は
す
で
に
府
外
に
流
出
し
て
い
て
、
そ
の
一
一
部
は
-
新
た
に
珍
原
豚
を
本
貫
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
長
輿
の
金
氏
の
よ
う
に
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
見
出
せ
な
い
三

O
例
の
姓
氏
は
、

い
ず
れ
も
か
つ
て
そ
の
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郡
鯨
を
本
貫
と
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
引
用
し
た
い
く
つ
か
の
記
録
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
繍
姓
に
は
郷
吏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
註
記
が
甚
だ
多
い
。

「
郷
吏
」
以
外
に
「
人
吏
」
・
「
郷
役
」
・
「
長
役
」
な
ど
の
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

寅
鰻
は
同
一
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、

の

ベ
五
四
一
の
姓
氏
の
う
ち
二
八
八
の
姓
氏
が
郷
吏
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
郷
吏
で
あ
っ
て
も
註
記
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の

(
げ
)

で
、
貧
際
の
郷
吏
は
も
っ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
土
姓
を
士
族
、
繍
姓
を
郷
吏
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
更
に
近
年
で
は
『
世
宗
寅

録
』
地
理
志
姓
氏
僚
を
郷
吏
の
姓
氏
が
集
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
が
吉
田
光
男
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

次
の
よ
う
に
繍
姓
は
必
ず
し
も
郷
吏
の
姓
氏
で
は
な
か
っ
た
。

〔
江
原
道
粁
城
郡
候
〕
烈
山
姓
:
:
・

繍
姓
五
、
金

・
全
(
雄
善
来
)
・
孫
(
卒
海
来
〉
・
朴
(
甫
城
来
〉
・
林
(
蔚
珍
来
、
全
・
孫
・
朴
・
林
四
姓
は
皆

<，{ 

‘.(;~ 

な
郷
吏
〉
1



烈
山
燃
に
お
い
て
繍
姓
と
さ
れ
た
五
つ
の
姓
氏
の
う
ち
、
金
氏
は
郷
吏
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
江
原
道
の
高
城
郡
に
お
い
て
も
繍
姓
「と
さ
れ
た

五
つ
の
姓
氏
の
う
ち
、
三
姓
だ
け
が
郷
吏
と
さ
れ
、
通
川
郡
で
は
五
姓
の
う
ち
四
姓
が
郷
吏
と
さ
れ
て
い
る
。
繍
姓
が
す
べ
て
郷
吏
の
姓
氏
で

(
叩
同
〉

あ
れ
ば
、
五
姓
の
う
ち
、
「
全
・
孫
・
朴
・
林
四
姓
は
皆
な
郷
吏
」
と
い
う
註
記
が
な
さ
れ
る
は
ず
は
な
レ
の
で
あ
る
。

繍
姓
は
、
『
古
籍
』
作
成
以
後
に
そ
の
居
住
地
を
新
た
に
本
貫
と
し
た
姓
氏
で
あ
っ
た
。
繍
姓
と
さ
れ
た
姓
氏
に
郷
吏
で
あ
る
こ
と
を
示
す

註
記
が
多
い
の
は
、
そ
の
居
住
地
を
新
た
に
本
貫
と
し
た
者
の
多
く
が
郷
更
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
高
麗
後
期
か
ら
李
朝
初
期
に

か
け
て
、
ど
の
行
政
匿
董
に
お
い
て
も
外
部
か
ら
様
々
な
姓
氏
が
流
入
・
定
着
し
、
彼
等
は
そ
こ
に
お
い
て
附
籍
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
居
住
地
を
新
た
に
本
貫
と
し
た
者
は
そ
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
本
貫
獲
更
の
事
情
は
多
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
が
、
な
ぜ
本
貫
を
獲
更
じ
た
者
の
多
く
が
郷
更
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
質
問
に
答
え
る
の
は
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
と
思
念
。
要
す
る

に
、
外
部
か
ら
流
入

J

・
定
着
し
て
郷
吏
と
な
っ
た
者
は
、
そ
の
居
住
地
を
新
た
に
本
貫
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

衣
の
記
録
は
、
郷
吏
の
本
貫
に
つ
い
て
い
く
ら
か
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。

〔
黄
海
道
康
期
間
豚
僚
〕
来
姓
二
、
越
(
海
安
来
)
・
任
ハ
長
淵
来
、
右
ニ
姓
、
洪
武
乙
亥
に
本
豚
残
亡
せ
る
を
以
っ
て
都
評
議
司
に
報
じ
、
附
近
を
以
つ
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か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

て
移
入
し
て
郷
吏
と
篤
す
〉
。

「
洪
武
乙
亥
」
は
太
-
組
四
(
一
三
九
五
)
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
「
来
姓
片
と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
繍
姓
の
謀
り
で
あ
る
6

任
氏
は
長
淵
照

姓
氏
僚
で
は
土
姓
で
あ
る
が
、
越
氏
は
松
禾
鯨
姓
氏
僚
に
よ
れ
ば
海
安
牒
の
網
姓
と
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
郷
吏
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

故
、
展
観
牒
に
「
移
入
」
さ
れ
る
以
前
の
越
・
任
雨
氏
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
海
安
・
長
淵
に
お
い
て
郷
更
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
康
開

勝
の
・「
残
亡
」
と
い
う
理
由
で
、
海
安
f

長
淵
-の
郷
吏
の
一
一
部
が
園
家
の
命
令
で
康
観
照
に
移
属
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
康
矧
鯨

に
移
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
趨
-
任
南
氏
が
新
た
に
康
翻
牒
を
本
貫
と
し
た
の
は
、
彼
等
の
希
墓
な
い
し
は
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
郷
吏
は
そ
の
職
責
を
遂
行
す
る
行
政
匡
重
を
本
貫
と
す
る
、
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
李
朝
初
期
の
戸
籍
法
を
研
究
L

331 
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た
有
井
智
徳
氏
は
、
牧
子
・
郷
吏
・
騨
吏
の
戸
籍
が
一
般
郡
鯨
民
の
そ
れ
と
は
別
個
に
作
成
さ
れ
た
事
寅
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

(
却
〉

有
井
氏
が
提
示
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
騨
支
の
場
合
は
「
本
騨
を
以
っ
て
稽
し
て
本
貫
と
魚
す
」
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
か
ら
、
郷
吏
も
そ
の

居
住
地
を
本
貫
と
す
る
規
定
が
あ
っ
た
と
み
て
不
都
合
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
を
郷
吏
の
姓
氏
が
集
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
吉
田
光
男
氏
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
根
壌
に
基
づ
い
て
い
る
。

即
ち
氏
に
よ
れ
ば
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
は
、
そ
こ
を
本
貫
と
し
な
い
姓
氏
を
記
載
す
る
場
合
が
あ
る
一
方
、
姓
氏
記
載
の
な
い

郡
鯨
に
も
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
姓
氏
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
姓
氏
僚
の
記
載
と
そ
の
嘗
時
存
在
し
た
姓
氏
の
本
貫
と
が
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
吉
田
氏
は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
姓
氏
記
載
基
準
が
本
貫
表
記
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
す
る
。

そ
し
て
姓
氏
僚
に
記
載
さ
れ
た
姓
氏
と
郷
吏
と
の
密
接
な
関
係
を
一
示
す
記
録
を
い
く
つ
か
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志

姓
氏
僚
は
、
邑
司
を
構
成
す
る
郷
吏
の
姓
氏
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
マ
つ
け
る
の
で
あ
る
。
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吉
田
光
男
氏
が
提
示
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
世
宗
代
の
宣
者
予
鳳
は
先
祖
の
代
か
ら
黄
海
道
の
瑞
輿
に
居
住
す
る
が
、
そ
の
本
貫
は
海
州
で

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
の
海
州
牧
姓
氏
僚
に
は
晋
ノ
氏
が
み
え
な
い
の
に
、
瑞
輿
都
護
府
姓
氏
僚
に
芳
氏
が
土
姓
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
吉
田
氏
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
は
そ
こ
を
本
貫
と
し
な
い
姓
氏
を
記
載
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
た
の
で

(
幻
)

あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
穫
は
た
ぶ
ん
氏
の
錯
畳
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
瑞
興
予
氏
は
土
姓
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
瑞

興
が
洞
州
と
稽
し
て
い
た
高
麗
初
期
以
来
の
生
え
抜
き
の
姓
氏
で
あ
り
、
勿
論
、
『
閥
』
作
成
嘗
時
も
瑞
輿
に
居
住
し
て
い
た
故
に
亡
姓
と
は

さ
れ
な
か
っ
た
。
者
J

鳳
及
び
そ
の
先
祖
が
芦
氏
の
す
べ
て
な
の
で
は
な
い
。
瑞
輿
に
居
住
す
る
努
鳳
の
本
貫
が
海
州
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
世
宗
代
に
瑞
輿
に
居
住
し
、
か
っ
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
予
氏
が
い
な
か
っ
た
な
ど
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

ヂ
鳳
の
本
貫
が
海
州
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
予
鳳
の
先
祖
が
か
つ
て
海
州
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
海
州
牧
姓

氏
僚
に
は
晋
ノ
氏
が
み
え
な
い
か
ら
、
苛
ノ
鳳
の
先
祖
は
た
ぶ
ん
『
古
籍
』
作
成
以
後
の
時
期
に
新
た
に
海
州
を
本
貫
と
し
、
や
が
て
瑞
輿
に
移
住

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
海
州
牧
姓
氏
僚
に
晋
ノ
氏
が
み
え
な
い
の
は
、
『
古
籍
』
作
成
後
に
新
た
に
海
州
を
本
貫
と
し
た
予
氏
が
や
が
て
海
州
か
ら



流
出
し
、
『
閥
』
作
成
嘗
時
に
な
る
と
、
そ
こ
に
居
住
す
る
者
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
海
州
牧
姓
氏
僚
に
若
ノ
氏
の
記

載
が
な
く
と
も
、
海
州
を
本
貫
と
す
る
予
氏
は
こ
の
よ
う
に
存
在
し
う
る
。
一
般
に
、
姓
氏
僚
に
記
載
が
な
く
と
も
、
そ
こ
を
本
貫
と
す
る
姓

氏
が
存
在
す
る
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
『
古
籍
』
が
『
開
』
と
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
匡
重
を
本
貫
と
し
、
か
っ
そ
こ
に
現
に

居
住
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
'と
す
る
と
、
尚
更
そ
う
で
あ
ろ
う
。

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
姓
氏
記
載
基
準
が
本
貫
表
記
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
成
立
し
が
た
い
。
吉
田
光
男
氏
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
、
姓
氏
僚
に
記
載
さ
れ
た
姓
氏
主
郷
吏
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
記
録
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
特
定

の
行
政
匿
重
を
本
貫
と
し
、
か
っ
そ
こ
に
居
住
す
る
者
が
郷
吏
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
記
録
の
上
で
姓
氏
燦
に
記
載
さ
れ
た
姓
氏
と
郷
吏

と
が
密
接
な
関
係
を
示
す
の
は
至
極
嘗
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
は
、
世
宗
代
嘗
時
の
郷
吏
の
姓
氏
は
す
べ

(

勾

〉

て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郷
吏
の
姓
氏
だ
け
が
記
録
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
郷
吏
は
そ
の
居
住
地
を
本
貫
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
故
に
、
結
果
と
し
て
郷
吏
の
す
べ
て
の
姓
氏
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
傑
そ

の
も
の
は
『
古
籍
』
及
び
『
開
』
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
本
貫
の
集
成
な
の
で
あ
る
。
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tこ

『
世
宗
貫
録
』
地
ー
理
志
姓
氏
僚
は
、
高
麗
及
び
李
朝
初
期
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
-
従
来
、
姓
氏
篠
そ

の
も
の
の
研
究
が
す
こ
ぶ
る
遅
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
そ
の
瞳
系
的
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
姓
氏
僚
が
典
擦
と
し
た
二
種

類
の
文
書
の
性
格
を
検
討
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
姓
氏
僚
の
基
本
的
性
格
を
考
察
し
た
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
・
次
の
逼
り
で

あ
る
。
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『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
は
、
高
麗
時
代
に
作
成
さ
れ
た
『
古
籍
』
と
、
李
朝
初
期
の
世
宗
代
に
作
成
さ
れ
た
『
閥
』
と
い
う

二
種
類
の
文
書
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
。
会
道
の
監
司
の
報
告
書
で
あ
る
『
闘
』
は
、
高
麗
初
期
以
来
の
姓
氏
の
う
ち
、
世
宗
代
嘗
時
に
お

ハ
イ
)
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い
て
現
存
し
た
姓
氏
だ
け
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
慶
尚
道
地
理
士
山
』
姓
氏
篠
の
記
録
は
部
分
的
に
は
濁
自
の
史
料
的
債
値
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
全
盟
と
し
て
は
『
閥
』
に
比
べ
る
と
相
嘗
に
不
備
が
あ
る
。
『
慶
尚
道
地
理
志
』
姓
氏
僚
な
ど
の
記
録
、
が
あ
ま
り
に
も
不
備

一
定
の
基
準
に
も
と
づ
く
姓
氏
の
再
調
査
が
あ
ら
た
め
て
各
道
の
監
司
に
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
命
令
に
雁
じ
た
報
告
書
こ
そ

で
あ
っ
た
た
め
に
、

が
『
闘
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
閲
』
と
同
様
に
、
高
麗
時
代
の
『
古
籍
』
も
地
方
か
ら
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
集
成
し
た
文
書
と
み
て
よ
い
。
『
古
籍
』
は
お
よ
そ
一

三
世
紀
後
半
な
い
し
一
四
世
紀
前
牢
の
あ
る
時
貼
に
お
け
る
姓
氏
の
集
成
で
あ
る
が
、
そ
の
時
貼
に
お
い
て
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た

も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
古
籍
』
が
高
麗
前
期
に
存
在
し
た
姓
氏
の
す
べ
て
を
記
載
し
た
わ
け
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
は
確
寅
で
あ
る
。
『
新
増
東
園
輿
地
勝
賢
』
姓
氏
僚
は
高
麗
末
期
の
『
周
官
六
翼
』
な
ど
を
典
擦
と
し
た
か
ら
、
部
分
的
に

は
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
よ
り
く
わ
し
い
け
れ
ど
も
、
全
鐙
と
し
て
姓
種
の
記
載
が
い
ち
じ
る
し
く
社
撲
で
あ
る
。
『
古
籍
』
の
姓
種

記
載
を
傘
重
し
て
、
悉
一
意
一
を
加
え
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
轄
-
記
し
た
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
史
料
的
債
値
は
、
『
新
増
東
園
輿
地
勝

(

ロ

〉

- 96ー

覚』

。姓
氏
傑
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。

(

ハ

)

『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
燦
は
、
各
行
政
匡
重
を
本
貫
と
す
る
姓
氏
の
集
成
で
あ
っ
た
が
、
高
麗
前
期
か
ら
李
朝
初
期
に
か
け
て

の
す
べ
て
の
姓
氏
が
記
録
さ
れ
た
わ
け
で
は
芯
い
。
高
麗
前
期
の
人
民
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
居
住
地
を
本
貫
と
し
て
い
た
。
高
麗
後
期
に
入

っ
て
人
民
の
本
貫
か
ら
の
流
出
が
進
行
す
る
と
、
居
住
地
と
本
貫
と
の
分
離
が
一
般
化
し
て
行
く
。
『
閲
』
は
、
世
宗
代
首
時
に
お
い
て
各
行

し
か
も
現
に
そ
こ
に
居
住
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
古
籍
』
が
作
成
さ
れ
た
一
一
一
一
世
紀

後
半
な
い
し
一
回
世
紀
前
半
の
時
代
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
す
べ
て
が
本
貫
か
ら
流
出
し
た
と
い
う
姓
氏
が
か
な
り
あ
っ
た
と

政
区
萱
を
本
貫
と
し
、

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
高
麗
初
期
以
来
の
姓
氏
が
す
べ
て
『
古
籍
』
に
記
録
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
『
世
宗
貧
録
』
地
理
志
姓
一氏
僚

を
史
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
貼
が
特
に
留
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
'闘
す
る
序
論
的
研
究
で
あ
っ
て
、
『
古
籍
』
の
作
成
年
代
を
い
っ
そ
う
限
定
す
る
た
め
に
は
、

』ま



た
、
『
古
籍
』
が
嘗
時
現
存
す
る
姓
氏
だ
け
を
記
録
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
姓
氏
僚
全
瞳
を
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
。
『
古
籍
』
に
記
録
さ
れ
、
『
世
宗
賓
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
に
鴇
記
さ
れ
た
雑
多
な
姓
種
名
一は
、
宣
向
麗
前
期
の
郡
勝
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で

貴
重
な
手
掛
り
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
姓
種
全
瞳
に
劃
す
る
統
一
的
把
握
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
『
世

宗
貧
録
』

一地
理
士
山
姓
氏
僚
の
全
瞳
を
分
析
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。
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註〈1
〉
カ
ッ
コ
の
部
分
は
、
原
文
で
は
割
註
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。

ハ
2
)

許
輿
植
民
は
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
典
擦
と
し
て
、
史

料
A
・
B
に
基
づ
い
て
『
古
籍
』
・
『
道
関
』
・
『
道
関
繍
録
』
の
三
つ
の
文

書
を
翠
げ
、
一角
道
関
』
、
『
古
籍
』
、
『
道
関
捜
録
』
の
順
序
で
作
成
さ
れ
た

と
す
る
。
許
輿
植
『
高
麗
祉
禽
史
研
究
』
〈
ソ
ウ

ル
、
一
九
八
一
年
〉
一
一
一

九
=
貝
参
照
。
姓
民
僚
の
記
畿
に
関
し
て
、
基
本
的
な
事
柄
さ
え
も
研
究

J

者
の
共
通
理
解
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の

例
で
あ
る
が
、
許
氏
の
よ
う
に
『
道
関
』
の
ほ
か
に
『
道
関
績
録
』
が
あ

っ
た
と
す
る
の
は
、
明
白
な
誤
謬
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、

-北
村

秀
人
「
高
麗
時
代
の
『
所
』
制
度
!に
つ
い
て
」
(
『
朝
鮮
皐
報
』
五

O
、
-

九
六
九
年
〉
六
九
頁
の
註
〈
刊
日
)
参
照
。
な
お
、
姓
氏
僚
が
『
古
籍
』
と

『
関
』
の
三
つ
の
文
書
を
典
擦
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
武
田
幸

男
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
う
た
。
武
田
幸
男
「
高
麗
時

代
の
『
百
姓
』
」
(
『
朝
鮮
民
平
報
』
二
八
、
一
九
六
三
年
)
二
九
頁
の
註

(ω
〉
参
照
。

ハ
3
〉
末
松
保
和
「
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
と
そ
の
索
引
」
(
『
青
丘
史
草
』
第

二
、
一
九
六
六
年
)
一
四
二
・
一
四
三
頁
参
照
。

(

4

)

土
姓
な
い
し
は
来
姓
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

(

5

)

花
村
美
樹
「
周
官
六
察
と
其
の
著
者
」
(
『
京
城
帯
園
大
拳
法
墨
禽
論

集
』
一
二
の
三
・
四
合
韓
、

-一
九
四
一
年
〉
。

〈
6
)

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
の
序
に
は
、
「
東
閣
の
地
志
は
略
ぼ
三
園
史
に

在
り
。
他
に
稽
う
可
き
も
の
無
L
。
我
が
世
宗
大
玉
、
予
准
・
申
揺
等
に

ム
珂
じ
て
州
郡
の
治
革
を
考
え
し
む
。
乃
ち
是
の
書
を
撲
す
」
-と
あ
り
、
編

纂
者
の
筆
頭
と
し
て
予
准
の
名
が
み
え
る
の
で
、
『
表
准
地
理
志
』
と
も

よ
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
許
輿
植
民
も
、
『
予
准
地
理
士
山
』
を
『
世
宗
寅

録
』
地
理
志
と
み
て
い
る
。
前
掲
、
許
輿
植
『
高
麗
祉
曾
史
研
究
』
一
一
一
九

一
頁
の
註
(
却
〉
参
照
。

(
7
)

許
輿
植
民
は
、
『
古
籍
』
が
『
周
官
六
翼
』
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
前
掲
、

頁
の
註
(
却
)
参
照
。

(
8
〉
郷
・
部
曲
・
所
等
の
行
政
区
室
且
は
、
高
麗
後
期
か
ら
李
朝
-
初
期
に
か

け
て
徐
々
に
消
滅
し
て
行
く
。
そ
れ
故
、
『
古
籍
』
に
は
記
載
さ
れ
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
後
、
行
政
匿
萱
そ
の
も
の
が
消
滅
し
た
た
め
に
、
『
関
』

に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
郷
・
部
曲
・
所
等
は
少
な
く
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
し
て
、
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
の
編
者
は
、
郷
・
郡
白
・
所
昌
一
寸

- 97ー
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に
関
し
て
は
『
関
』
に
記
載
さ
れ
た
そ
れ
ら
に
限
定
し
て
、
『
古
籍
』
と

比
較
・
劉
照
し
な
が
ら
そ
の
姓
氏
を
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(

9

)

八
菖
豚
・
一
隅
輿
豚
・
丹
密
豚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
星
州
牧
・
淳
昌
郡
・
尚

州
牧
の
属
厭
で
あ
る
。

(
刊
〉
旗
回
出
掛
「
高
麗
王
朝
成
立
期
の
『
府
』
と
豪
族
|
|
郡
勝
制
度
の
性

格
の
一
端
|
|
」
(
『
法
制
史
研
究
』
一

O
、
一
九
六

O
年
、
『
朝
鮮
中
世

社
曾
史
の
研
究
』
に
再
録
)
。

〈U
)

武
田
幸
男
「
誇
兜
寺
五
屠
石
塔
造
成
形
止
記
の
研
究
山
|
|
高
麗
額

宗
朝
に
お
け
る
若
木
郡
の
構
造
|
|
」
(
『
朝
鮮
皐
報
』
二
五
、
一
九
六
二

年〉。

(
ロ
〉
拙
稿
「
高
麗
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
舎
論
文
集
』

二
一
、
一
九
八
四
年
〉
第
三
章
参
照
。

〈
日
〉
北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
貢
戸
に
つ
い
て
」
(
『
人
文
研
究
』
〈
大
阪

市
大
〉
三
ニ
の
九
、
一
九
八
一
年
)
。

(
H
)

前
掲
、
武
田
幸
男
「
浄
兜
寺
五
屠
石
塔
造
成
形
止
記
の
研
究

m
l
l

高
麗
額
宗
朝
に
お
け
る
若
木
郡
の
構
造

l
1」
は
、
『
世
宗
貧
録
』
地
理

・
志
姓
氏
僚
に
基
づ
い
て
、
二
世
紀
前
半
の
若
木
郡
が
李
・
柳
・
韓
・
金

の
四
つ
の
姓
氏
集
固
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
し
た
が
、
再
考
の
絵
地
が

あ
る
と
思
う
。

(
日
〉
全
羅
・
慶
向
雨
道
以
外
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
類
の
註
記
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

(
日
)
高
麗
の
本
貫
制
度
に
関
し
て
は
、
金
需
泰
「
高
麗
本
貫
制
度
の
成

立
」
(
『
震
檀
皐
報
』
五
二
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
八
一
年
)
参
照
。
金
氏
は
、

高
麗
の
本
質
制
度
が
一

O
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
と
す
る
。
氏
は
ま
た
、

奴
縛
に
も
本
貫
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
貼
は
疑
問
で
あ
る
。

ハ
げ
〉
李
成
茂
「
朝
鮮
-
初
期
の
郷
吏
」
(
『
韓
園
史
研
究
』
五
、
ソ
ウ
ル
、

九
七

O
年
〉
。
な
お
、
吉
田
光
男
「
李
朝
初
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
|
|

『
世
宗
貫
録
』
地
理
志
姓
氏
僚
の
性
格
徐
討
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
祉
禽

経
済
史
皐
』
四
四
の
五
、
一
九
七
九
年
〉
二
頁
に
そ
の
批
剣
が
あ
る
。

(
同
日
)
繍
姓
が
必
ず
し
も
郷
吏
の
姓
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

郷
杜
照
「
朝
鮮
初
期
地
理
志
の
編
纂
」
(
『
歴
史
皐
報
』
六
九
、
ソ
ウ
ル
、

一
九
七
六
年
)
九
三
頁
の
註
(
剖
)
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
ω
)

有
井
智
徳
「
李
朝
初
期
の
戸
籍
法
に
つ
い
て
」
(
『
朝
鮮
皐
報
』
三
九
・

四
O
合
輯
、
一
九
六
六
年
〉
六
九
|
|
七
一
一
良
。

(
却
)
『
世
宗
貫
録
』
巻
二
五
、
六
(
一
四
二
四
)
年
七
月
笑
巳
の
京
畿
江

原
道
程
騨
察
訪
の
啓
。

(
幻
〉
前
掲
、
吉
田
光
男
論
文
六
頁
。

(
幻
〉
『
世
宗
寅
録
』
地
理
志
の
姓
氏
が
郷
支
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
す
る
士
ロ

田
光
男
氏
は
、
地
理
士
山
に
姓
氏
記
載
を
依
く
郡
豚
と
し
て
、
京
都
漢
城

府
、
警
都
開
城
留
後
司
、
全
羅
道
済
州
島
の
笹
義
豚
・
大
静
豚
、
卒
安
道

の
卒
刷
機
府
、
成
士
口
道
の
威
輿
府
・
慶
源
都
護
府
・
甲
山
郡
・
鏡
城
郡
・
舎

寧
都
護
府
・
穏
城
都
議
府
・
慶
輿
都
護
府
を
列
奉
し
、
こ
れ
ら
の
郡
勝
に

は
郷
吏
が
い
な
か
っ
た
故
に
、
姓
氏
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
明

解
な
説
明
で
は
あ
る
が
、
寅
は
威
士
口
道
の
威
輿
府
僚
に
は
、
入
銀
姓
と
し

て
一
五
の
姓
氏
と
向
園
入
姓
の
朱
氏
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
氏
が
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
成
輿
府
に
は
土
官
が
置
か
れ
た
故
に
、
確
か
に
郷
吏

が
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
姓
氏
が
記
載
さ
れ
た
。

そ
れ
故
、
い
く
つ
か
の
郡
豚
に
お
い
て
姓
氏
が
記
鍛
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

は
、
郷
吏
の
有
無
と
は
別
個
の
と
こ
ろ
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
京

都
漢
嫁
府
・
嘗
都
開
放
留
後
司
・
卒
、壌
府
に
関
し
て
い
え
ば
、

'恐
ら
く
李
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朝
に
入
っ
て
、
そ
れ
ら
を
本
貫
の
努
象
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
、
世
宗
代
に
お
い
て
も
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
捕
阿
川
島
の
二
邑
及
び
威
吉
道
の
慶
源
等
六
邑
は
高
麗
末
期
・
李

朝
初
期
に
置
か
れ
た
邑
だ
か
ら
、
『
古
籍
』
に
-
記
載
さ
れ
て
い
た
は
ず
は

な
く
、
ま
た
、
『
関
』
が
作
成
さ
れ
た
世
宗
代
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
本

貫
と
し
、
か
っ
そ
こ
に
居
住
す
る
者
が
皆
無
で
あ
っ
た
故
に
、
『
世
宗
賓

録
』
地
理
志
に
姓
氏
が
玄記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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feudal struggle, and as for North East of China, it can also be evaluated

as the initialstages of the national liberation movement that lead the

Yihetuan Movement, anti-Russian and anti-Japanese struggle.

Ａ FUNDAMENTAL EXAMINATION OF THE “ENTRY ON

SEONGSSI姓氏”OF THE “TREATISE ON GEOGRAPHY” OF

ＴＨＥＳＥＪＯＮＧ-ＳＩＬＬＯＫ世宗責録

Hamanaka Noboru

　　

The “Entry on Seongssi” of the“Treatise of Geography” of the Sejong-

Sillok is an invsJuable source for the history of Korea of the Koryeo 高麗

and early Yi Dynasty 李朝periods. Up to now, however, the “Entry

on Seongssi” has not been studied as such. thus in this article ｌ concen-

trated on this very tｅχtand analyzed it using the two tｅχtsunderlying it｡

　　

The “Entry on Seongssi” is ultimately based on two texts, on the

Koryeo period tｅχtKocheok 古籍and on the Kwan開of the Yi Dynasty.

The latter being a report by the inspector of the various provinces assembles

all the seongssi in the various administrative units at the time of Sejong.

The former is ａ compilation of seongssi in use in the latter half of the 13

th eind the first half of the 14th centu｡ries, ■which was made by the same

way of Kwan｡

　　

In the early Koryeo period, villages were one-family-name organized,

i.ｅ･, people's pongwan 本貫would generally correspond with their place

of residence. Towards the later Koryeo period the people became more

mobile and generally　there　were　more people　living　away from their

pongwan. Since the“Entry on Seongssi” of the Sejong-Sillok isａcompilation

of seongssi, with their pongwan in the various administrative units, it reflects

the social changes that took place around the end of the Koryeo and

begi皿ing of the Yi Dynasty periods partly. However, it must be properly

kept in mind that the “Entry on Seongssi” did not record all the seongssi

since the early Koryeo period.
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